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穏やかに初春をお迎えになられたことと拝察申し
上げます。
コロナを起爆剤として、ゆっくりと進行してきた
少子化の波が一気に押し寄せてきました。少子化
の影響を最初に受ける私たちの幼稚園・認定こども
園の実感として、子どもが少なくなったと肌で感じ
られておられることと思います。女性の社会進出を
目的とした労働政策が長く行われてきましたが、こ
の政策では少子化の波は止まらないということは分
かっていたはずです。しかし、いったん動き出した
政策変更は難しく、無為無策のまま今日の状態を迎
えてしまいました。女性、男性に関係なく、社会人
として生きる時間と、子どもを授かり家族として生
きる時間のバランス感覚が求められているのです。
子どもを授かり親と子がともに過ごす時間の意義を
強調し、ともに幸せに育つことの本当の楽しさを社
会に真摯に訴えていかなければならないと考えてい
ます。
日本の幼児教育は全国の私立幼稚園が主導的役割
を担ってきました。これに対して国は、旧文部省の
時代から公立幼稚園を中心として、幼稚園教育要領
にのっとった均質な教育を提案し続けてきました。
幼稚園教育要領はかなり自由な解釈ができる哲学的
な表現があるのですが、その中でも同一の解釈を求
め、同じ教育を提供することに旧文部省は拘ってき
たのです。この流れは文部科学省になっても大きく
は変更されていません。しかし、公立幼稚園は最初
に衰退をはじめ、多くの自治体が公立幼稚園から撤
退を始めています。それぞれの設立の理念に従い、
多様な教育機会を提供し続けた私立幼稚園に対し

て、保護者が支持を与えたことは間違いありません。
権力を統率する人が一人になっている国家におい
て、基本的な自由、特に選択の自由がありません。
職業を選ぶこと、住む場所を選ぶこと、子どもに対
してどのような教育を提供するかを選ぶことなど、
多様な選択肢を提供するということは民主主義の根
幹です。日本のように、地域に根差した人たちが私
財を拠出して幼児教育の場を提供し、それぞれの理
念に従って地域の子どもたちのために尽くしてきた
国は、世界のどこを探してもありません。私立幼稚
園の教育の良さが日本の発展をここまで支えてきた
のだといっても過言ではないと私は思っています。
それぞれの努力で私学としての運営がなされてき
たのですが、そろそろその限界に近付きつつありま
す。そもそも、地域がなくなってしまっては教育を
提供し続けようとしてもどうしようもありません。
時代の変化とともに終わらなければならない施設が
出てきているのも現実です。ただ、行政にとって都
合のいい施設が残るようでは日本の将来が案じられ
ます。子どもの育ちにとって必要な教育を提供でき
る施設、一人一人の子どもの育ちとは何かを本連合
会が真摯に訴えていかなければならないと考えてい
ます。
今年は、全日本私立幼稚園連合会にとっても勝負
の年だと考えています。本年もどうぞよろしくお願
いします。

年 頭 所 感

全日本私立幼稚園連合会　会長　田　中　雅　道



2　2024. 1 私幼時報

視点
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「大人の姿勢から学ぶこども」
保育 SoW（センスオブワンダー）ラボ

代表　井　桁　容　子

長年、保育・教育・子育て関係等子どもに関わる
仕事をしてきて思うことは、結果主義、成果主義の
この国が、どれくらい豊かな能力を持った子どもた
ちを育て損ねているのだろうということです。日本
は、技術の国として頑張って先進国に仲間入りして
きたので、できるだけ「早く、たくさん、均一に」
がよしとされました。そして、多くの大人たちが、
人の育ちも「できる」「できない」という結果主義、
成果主義の視点で人を評価し、子どもの頃から「頑
張れば幸せになれる」と言われてきました。その感
覚が子育てや、保育・教育の場で、いまだに根強く
残っています。しかし、それでは、人は幸せにはな
れないことが様々な研究で分かってきました。経済
学者のダニエル・カーネマンは、それを『フォーカ
シング・イリュージョン』と表現しました。つまり、
〇〇すれば幸せになれるという幻想に焦点をあてて
思い込んでしまったと。
乳幼児期は確かにできないことだらけですから、
多くの保護者には「無知で無能で教えてできるよう
にしなければならない存在」と見えます。しかし、
実は「感じる」力、つまり五感といわれる「味覚」「聴
覚」「嗅覚」「視覚」「触覚」は、大人よりも優れて
いると言われています。例えば、子どもの好き嫌い。
わがままや未熟さではなく、大人よりも敏感だから
野菜の中に含まれる苦み成分（アク）を感じ取り、
食べてはいけないものとして受け入れないようにし
ているのです。それが、20歳くらいから舌にある
味を感じる味蕾が壊れていくために食べられるよう
になるのです。さらに言えば、味覚は胎児の頃から
羊水の変化を味わって刺激されているので、産れた
ばかりの赤ちゃんでも酸っぱさ、苦さ、甘味、塩味、
うま味さえも分かると言われているのです。言葉に

よって表現できないけれども、変化に鋭く気づくア
ンテナが敏感なのです。
反対に大人たちは、とかく忙しさを理由に言葉で
表現できることで安心して「感じること」を疎かに
しがちです。そのような感覚で目に見える結果や成
果を重視して子どもとかかわっていくと、察しの良
い子どもたちは、わかってもらえないという無力感
から感じたことを表現することをあきらめてしまい
ます。そして、必死に大人の期待に沿おうとし始め、
生きることは大変だ、自分は生きている価値がない
のではないか、と思い始めてしまうのです。
子どもたちは、大人たちを本当によく見ています。
大人が子どもを見ている量の何倍も子どもたちは大
人を見ています。こども基本法が 2023 年 4月か
ら施行されましたが、保育者は、子どもの権利を正
しく理解し関わりが持てているでしょうか？指示や
命令のことばが飛び交ってないでしょうか？他者に
対して尊厳を持って関わることを学ぶのは、保護者
や保育者が子ども自身や友だちに関わる姿や言葉、
対応から学んでいるのです。一方的に決めつけるの
ではなく「どうしたかったの？」「なぜそうしたの？」
と、相手の気持ち分かろうとする姿勢が他者を尊重
する姿勢として参考になって、子ども同士のやり取
りに活かされるのです。保育者の役割はさまざまに
ありますが、まずは、保育者自身が生まれたての赤
ちゃんから、人として尊厳を持って関わる姿勢を心
がけることが、子どもたちが自分自身を大切にして
逞しく、そして、しなやかに生きる力を育む応援に
なるのだと思います。



去る 11月 10日（金）に自由民主党本部にて「こども・若者」輝く未来創造本部会議が開催され、日本版DBSに係る業界団体へのヒ
アリングが行われました。当連合会からは尾上正史副会長が出席し、下記の要望書により申し入れを行いました。

● 11.10　自由民主党・「こども・若者」輝く未来創造本部会議開催

 

令和 5年 11 月 10 日 

自由民主党政務調査会 

「こども・若者」輝く未来創造本部 

本部長 後 藤  茂 之 様 

全日本私立幼稚園連合会 

会 長  田中 雅道 

 

日本版 DBS 創設に係る制度設計に関する要望書 

 

１１．．性性被被害害のの実実態態ななららびびにに性性被被害害をを防防ぐぐ取取組組みみ  

幼稚園・認定こども園の現場において、こどもに対する性犯罪の防止等のために実施して取り組み

について、特に性犯罪に関する内容をお伝えできる事例は、現場の幼稚園・認定こども園では少数だ

と認識しております。 

ハード面では、従前より多くの幼稚園・認定こども園が専門業者に依頼し、監視カメラを緻密に設

置し、あらゆる角度から監視カメラにて死角を消すことで、『未然に防ぐ』という取り組みを多くの園

が行っていると認識しております。 

  また、私共の場合、性犯罪に限らず、不適切保育、通園バスの置き去り死亡事故等という事象もご

ざいます。安全安心管理等を含め、チェックリストを持っておりますので、定期的な確認、実施をす

ることで『未然に防ぐ』という取り組みも行っております。 

  しかしながら、残念ながら悲しい事件・事故が起きた場合、大切なことは、各園においてその事象

を他人ごとにせず、職員会議等を開き、事件・事故に関する内容を整理し、園全体で共有することで、

『未然に防ぐ』努力を継続して協議し実践していくことだと思います。 

  なお、教職員の中には監視カメラ等を設置しているにも関わらず、『隠れて行う』という実態が現実

的にあります。『未然に防ぐ』取り組みとして、内部通報の窓口を設置し、教職員が匿名で速やかに報

告できるよう、内部統制の仕組みを作り、運営していることなどが幼稚園・認定こども園における性

被害を防ぐ取り組みになります。 

 

２２．．日日本本版版 DDBBSS にに望望むむこことと  

  日本版 DBS のシステム構築をして下さるにあたり、本日の会議のように国会議員の先生方より私共

のような団体に対してヒアリングの機会を与えて下さり、心より感謝申し上げます。以下、４つの視

点で日本版 DBS に望むことを申し上げます。 

 

① 性犯罪の発生リスクを着実に減少できるシステムの構築 

現状、教職員採用にあたり、性犯罪履歴等に関する質問は、あまり行っていない園が多いと思いま

す。「暴力団構成員ではない」という署名や、その他チェックリストを作成し、採用予定者より書面提

出を義務づけたりしている園も多くなっていると聞き及んでいますが、そこまでが限界だと思います。 

 

新しいシステムの構築のもと採用活動を行うことができれば、採用活動において性善説に基づいて

ではなく、客観的な事実に基づき教職員採用を行うことができるようになり、性犯罪の発生リスクを

減少させることができると確信するとともに、有意義なシステムになると私共は認識しています。そ

の際、こどもたちが安心して通える幼稚園・認定こども園となるよう、性犯罪歴のある者が容易に幼

稚園・認定こども園での業務に従事することのないシステムとなることを望んでおります。 

 

② 個人情報の正確性が担保される仕組みの構築 

  システムを構築して下さるにあたり、要望事項として全ての幼稚園・認定こども園で使いやすい仕

組みにしていただきたいと思います。具体的には、個人情報の正確性が担保される仕組みをお考えい

ただきたいと考えております。 

私どもの業界は、婚姻による名字の変更、住所変更の事情が他業界より多いと思っておりますので、

連続的に犯罪履歴等について追跡できるような仕組みにしていただけたら大変ありがたいと思って

おります。 

 

③ 煩雑さを軽減した現場でワークする仕組みの構築 

  また、幼稚園・認定こども園の教職員の採用の現状は、非常に困難をきたしております。この度の

システムの構築（性犯罪履歴等を確認するシステム）がなされ、運用が開始された際には、結果とし

て教職員採用ならびに転入・転出の手続が煩雑になり、幼稚園教諭・保育教諭を目指す人材が減少し

てしまったり、犯歴確認に時間を要し採用したい時期に教職員が配置できなくなってしまったりする

ことがない仕組み作りをお願いします。この点、現時点では性犯罪歴の確認に係る具体的な事務手続

きが明らかにはなっていないと認識しております。私立幼稚園・認定こども園には比較的小規模な園

も多いため、求職者を含め過度な負担が掛かることがないよう、引き続き現場の実情や意見等を聞い

ていただき、円滑かつ効率的なシステム構築を進めていただき、早いタイミングで事務手続きの具体

像もお示しいただくようお願い申し上げます。 

 

④ 性犯罪歴が確認された場合に取るべき措置 

  最後に、システムを活用し教職員の性犯罪歴が確認された場合の対応について、子供と関わらない

業務へ配置転換等が検討されていると認識しております。ただ、幼稚園・認定こども園の規模によっ

ては、配置転換等が難しい場合も想定されますので、幼稚園・認定こども園の実情も踏まえた措置に

ついての検討もお願いします。 

性犯罪が未然に防止され、こどもたちが安心して通える幼稚園・認定こども園を私どもも永続的に

運営していきたいと思う次第でございます。 

 

 

以 上 

本連合会では、以下の要望書を提出いたしました。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
全日本私立幼稚園連合会の振興活動① 〜自民党・ 「こども・若者」輝く未来創造本部会議〜全日本私立幼稚園連合会の振興活動① 〜自民党・ 「こども・若者」輝く未来創造本部会議〜
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今後の主な会合予定
◎会議
【令和 6年】
2月	 5 日（月）	 PTA全国大会	 東京・私学会館
2月 19日（月）	 常任理事会	 東京・私学会館
3月 11日（月）	 理事会	 東京・私学会館
5月 22日（水）	 定時総会	 東京・私学会館

◎大会・研修会等
【令和 6年】
1月 22日（月）	・23日（火）	 認定こども園全国研修会	 青森・八戸市
2月 21日（水）	 政令指定都市特別委員会研修会	 東京・私学会館
2月 26日（月）	 後継者育成研修会	 東京・私学会館
2月 29日（木）	 102 条園研修会	 東京・私学会館

※会合の日程は変更になる場合がございます。予めご了承くださいますようお願い申し上げます。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
全日本私立幼稚園連合会の振興活動全日本私立幼稚園連合会の振興活動 ②②  〜こども家庭庁・オンライン説明会を実施〜〜こども家庭庁・オンライン説明会を実施〜

● 12.6 子ども家庭庁・こども誰でも通園制度（仮称）オンライン説明会開催
去る 12月 6日（水）にオンラインにて『こども誰でも通園制度（仮称）の本格実施を見据えた試行的
事業に関するオンライン説明会』が、こども家庭庁により開催され、各都道府県団体長ならびに各都道府
県政策担当者の先生方が参加いたしました。関係資料につきましては、子ども家庭庁から送付され次第、
各都道府県団体事務局へ共有させていただきます。また、質問事項に関しても、当連合会にて取りまとめ、
こども家庭庁からの回答が戻り次第、各都道府県事務局を通じて共有予定です。

高低

緊急通報

アナログによる
ヒューマンエラー

防止

デジタルに
よる見守り

エンジン停止後にブザーが鳴ります。
見回りながら後部に設置したリモコンボタンを押してブザーを止めます。

1027_私幼時報_掲載広告縦( 65×175mm)
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11 月 17日（金）、オンライン形式にて団体長会
が開催され、44人が出席されました。
はじめに、尾上正史副会長から開会のことばがあ
り、引き続き、田中雅道会長ならびに（一財）全日
私幼研究機構・安家周一理事長からあいさつがあり
ました。
その後、議題に入り、議長に角谷正雄氏（新潟県）
が選出され、議事録署名人に波多野和雄氏（鳥取県）、
光岡美恵子氏（岡山県）が選出されました。
■	報告案件（1）　幼稚園ナビにかわる新システム
の利用料の件
幼稚園ナビにかわる新システムの利用料につい

て、（一財）全日私幼研究機構・加藤篤彦専務理事
より説明があり、さらに同・宮下友美惠副理事長よ
り報告がありました。その後、質疑応答にうつり、
活発な意見交換が行われました。
■報告案件（2）会務運営報告
佐々木慈舟経営研究委員長より、10月に行われ
た設置者・園長全国大会を終えての挨拶が述べられ
ました。
最後に、畠山一雄監事が監事所見を行い、松岡明
範副会長から閉会のことばが述べられ、終了となり
ました。
	 （総務委員長・福井徹人）

11 月 27日（月）、東京・アルカディア市ヶ谷に
て常任理事会が開催され、29人が出席されました。
はじめに、尾上正史副会長から開会のことばがあ
り、引き続き、田中雅道会長からあいさつがありま
した。
その後、議題に入り、議長に山西幸子氏（青森県）
が選出され、議事録署名人に武田正廣氏（秋田県）、
長澤宗一氏（京都府）が選出されました。
■	報告案件（1）令和 5年度上半期決算・監査報告
の件
令和 5年度上半期決算について、福井徹人総務
委員長から決算書に関する説明があり、続いて田中
会長ならびに内野光裕副会長より補足説明が行われ
ました。監査報告については、畠山一雄監事から
11月に実施された監査会を中心に報告があり、川
畠教孝監事ならびに内橋彰監事より補足説明が行わ
れました。
■報告案件（2）委員会報告について
各委員会委員長から上半期の活動報告がありまし
た。その後、質疑応答に移り、意見交換が行われま
した。

■協議案件（1）組織改革・役員の役割の件
組織改革・役員の役割について内野副会長から説
明があり、今後さらに協議を重ねていくべき重要課
題として、次回の団体長・理事会合同会議に上程す
ることとなりました。
■	協議案件（2）こども誰でも通園制度（仮称）の
件
こども誰でも通園制度（仮称）について、内野副
会長より説明があり、その後田中会長より補足説明
がありました。引き続き協議すべき課題として、意
見交換が行われました。
■	その他　幼稚園ナビにかわる新システムに関する
利用料について
幼稚園ナビにかわる新システムに関する利用料に
ついて、（一財）全日私幼幼児教育研究機構加藤篤
彦専務理事より説明がありました。
最後に、川畠教孝監事より監事所見を行い、角谷
正雄副会長から閉会のことばが述べられ、閉会とな
りました。
	 （総務委員長・福井徹人）

幼稚園ナビにかわる新システムの利用料等の報告

● 11.17 団体長会

全 日 私 幼 連 の 会 議

令和 5年度上半期決算・監事監査等の報告

● 11.27 常任理事会
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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令和 5年度　地区教研大会概要

東北地区　教員研修大会� 福島県・郡山市／ 10 月 20 日・21 日

大会テーマ　「新しい時代を伸びやかに生きる」

〜社会に開かれた質の高い幼児教育を〜

東北地区教員研修大会は、福島県郡山市において、
10月 20 日（金）・21日（土）の両日、開催県は
もとより、東北各県から 870 余名の先生方にご参
加をいただき対面での研修会を開催いたしました。
1日目は公開保育を中心とした分科会（9分科会）
と経営分野研修・ポスター発表（研究討議を含む）
を加え 11分科会を設定いたしました。大会テーマ
等は山形大会を引き継ぎ、また、分科会テーマは公
開保育園が設定し、保育実践と理論を具体的に討議・
考察等ができる環境になるようにいたしました。
公開保育にあたっては、事前の打合せ等を経て準
備を進め、当日は分科会テーマに添った内容を参
観いただくように各園それぞれに工夫をいたしまし
たが、出来るだけ通常の保育の姿を基本といたしま
した。テーマは「幼保小の架け橋プログラム」を視
野に入れた内容、「ECEQ®」への取り組み、また、
「SDGs の視野に立っての保育環境」や「インクルー
シブ教育を実践に活かす環境」、「STEAMの視点を
視野に入れた記録の活用」、「長時間保育の中での家
庭・保護者との連携」、「保育を豊かにする ICT の
活用」と、今日的な課題に取り組みました。公開保
育のない「経営分野研修」は文科省から安彦広斉大
臣官房審議官他の講師をお招きし、「保育制度の見
直し等」また「今、必要とされる園づくり」につい
てなど、少子化社会の課題等を新たな視点で研修を
深めました。ポスター発表は 16園（県内 11・県
外 5）の参加をいただき、会場の都合上、前半・後
半の 2グループに分け、全体での発表概要等の説
明後、自由に発表者とのやり取りをしていただきま
した。ポスター発表終了後に「園内研修のすすめ～
写真を通して子どもを見る、語る」の内容にて研究
討議の時間を設定いたしました。
どの分科会も講師の先生方のご配慮により、それ
ぞれに活発な意見交換がされ、会場から笑い声や

拍手などが聞こえ、対面の良さが発揮された研修に
なったことを実感いたしました。
2日目は全体会として、開会式・記念講演を行い
ました。開会式では全日私幼連・田中雅道会長、東
北地区会武田正廣会長のご挨拶。続いて福島県知事、
郡山市長をはじめご来賓の皆様からご祝辞をいただ
きました。
記念講演は、山梨大学学長中村和彦先生に、「健
やかな育みを求めて」の演題で、子どもの抱えてい
る問題、育ちのリテラシーの問題や、幼少年期の動
作の発達等に係わる今日の幼児教育・保育の問題点
等含め、プレーリーダーの必要性から「子どもが夢
中になる、おもしろく・のめり込める遊び」等のお
話をいただきました。中村先生には 3.11 大震災・
原発事故以降、「外で遊べない福島の子ども達」を
今日に至るまで応援いただいておりますが、「外で
遊べない・遊ばない」子ども達は福島の問題ではな
く今や全国の問題になっています。自然災害や感染
症が身近な脅威になってきた今、「健やかな育ち」
についてさらに真剣に向き合う機会となりました。
大会終了後に「公開保育を引き受けて良かった。」
との感想等が多く聞かれましたことは、ご参加いた
だいた先生方のご支援ご協力の賜物と、心より感謝
を申し上げます。ありがとうございました。
（（公社）福島県私立幼稚園・認定こども園連合会東
北地区私立幼稚園教員研修大会実行委員長、郡山市・
大槻中央幼稚園／安斉悦子）
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令和 5年 10月 23日・24日、山形県山形市において「第 38回設置者・園長全国研修大会」
が開催されました。今月号では、全体会並びに 4つの研究講座「教育」「振興」「経営」「認定こ
ども園」の概要を掲載いたします。

10月 23日・24日、山形市・ホテルメトロポリタン
山形を会場として、第 38回設置者・園長全国研修大会
が「すべての子どもの幼児教育の充実・発展を考える～
社会状況の変化を乗り越える園を目指して～」とのテー
マのもと開催されました。昨年に続き対面とオンデマ
ンドを併用した形式での開催で、全国より対面 424 名、
オンライン 116 名の先生方が参加しました。また対面
で参加した先生方も後日他の分科会もオンデマンド配信
にて視聴できます。配信につきましては、令和 6年 2月
29日（木）17時までの申込者限定配信となります。ま
た懇親会にも 240名のご参加をいただきました。1日目
の全体会概要は以下の通りです。
〇開会式
尾上正史副会長による開式の言葉、田中雅道会長、千

葉亮子公益社団法人山形県私立幼稚園・認定こども園協
会会長の挨拶に続き、盛山正仁文部科学大臣、加藤鮎子
内閣府特命担当大臣、遠藤利明衆議院議員（全日本私立
幼稚園 PTA連合会副会長）からビデオメッセージによ
る祝辞、吉村美栄子山形県知事（代理・平山雅之副知事）、
佐藤孝弘山形市長の祝辞、大会の概要説明の後、昨年
度全国大会を開催した長崎県私立幼稚園・認定こども園
連合会・渡辺力会長に対し感謝状を贈呈。また、次年度
10月 28日・29日の日程で全国大会を開催予定の奈良
県の奈良県私立幼稚園連合会・塚本真紀副会長に挨拶い
ただき、山西幸子副会長の閉式の言葉にて開会式を終え
ました。
〇		記念講演「日本酒を世界の酒に	山形を日本酒の聖地に
～挑戦と変革～」
講師：仲野益美氏・出羽桜酒造株式会社	代表取締役社

長（四代目蔵元）
出羽桜酒造としての会社の取り組み、蔵元としての

酒造りに対する情熱、また山形県酒造組合会長として山
形県の酒造メーカーの取組みや酒の特徴を通じて産地イ
メージの醸成の必要性を語られると共に、全国より蔵元
後継者を研修生として受け入れ、技術のオープン化、日
本酒にはそれぞれの蔵の思いが詰まり、日本酒が文化を
背負い、世界に対して大きな可能性を秘めていることを
講演いただきました。
〇行政報告 1「幼児教育の現状と課題」
講師：藤岡謙一氏・文部科学省初等中等教育局幼児教

育課長
幼児教育の重要性、教育の連続性を踏まえた幼児教育

の質の向上、幼保小接続の改善に向けた取組みの 3点に
について、子ども目線の重要性、教育全体の中での幼児
教育の充実、現状以上に幼児教育の重要性が認識されて
いくことの必要性、また質の高い施設への正当な評価や
幼保小接続における教育委員会との連携についての行政
報告をいただきました。
〇	行政報告 2「こども家庭庁と幼児教育の関わりについ
て」
講師：馬場耕一郎氏・こども家庭庁成育局成育基盤企

画課	併任	保育政策課	教育・保育専門官	保育指導専門官
こども家庭庁の立場より、昨年来から起こる不適切事

案に関する安全対策、今後の出生数や将来人口推計につ
いて、またこども家庭庁設置経緯や組織体制、令和 6年
度概算要求、こども大綱の概要や検討状況、子ども未来
戦略方針の位置付け、子ども誰でも通園制度の現状につ
いての行政報告をいただきました。
〇夕食懇親会
懇親会は山形県団体のご好意にて、山形大学学生グ

ループ「四面楚歌」による花笠踊りに始まり、角谷正雄
副会長より挨拶、山形県しあわせ子育て応援部長（山形
県知事代理）西澤恵子様、山形市こども未来部長（山形
市長代理）奥山泰子様による来賓挨拶、来賓紹介と続き、
千葉亮子山形県団体長の乾杯、また出羽桜酒造様や山形
県団体様より大変多くの日本酒をご提供いただき、記念
講演いただきました仲野益美様による地酒紹介など終始
和やかなムードにて進み、各都道府県の先生方との貴重
な情報交換の機会となりました。
（全日私幼連経営研究委員会委員長、宮崎県都城市・天
竜祝吉幼稚園／佐々木慈舟）

第 38 回設置者・園長全国研修大会（10 月 23 日・第 38 回設置者・園長全国研修大会（10 月 23 日・2424 日）　全体会概要日）　全体会概要
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すべての幼児に、良質な幼児教育を保障するための幼
児教育無償化が開始され、保護者の負担が大きく軽減さ
れましたが、ここ数年は社会情勢の変化や新型コロナウ
イルス感染症の影響によって、少子化傾向に一層の拍車
がかかっております。今年度はこども家庭庁も発足し、
「こどもまんなか社会」の実現に向け動き始めました。
そのような中、私立幼稚園・認定こども園が「こどもた
ちが幸せな状態（Wellbeing）で成長する」ために、地
域の教育・保育施設としての役割をどのように担ってい
くのかを考えるよい機会となりました。
①基調講演「これからの園長・リーダーに求められる

もの」
この講演では「近未来に向けての保育 /教育の問い直

し」という始まりで、これからの予測しれない大きな変
化として、「人口の減少」「狭いコンパクトシティー」「健
康寿命の伸長」「定年 100 歳」「デジタル時代＝量子コ
ンピューターの一般化」「産業構造の変化」「コミュニケー
ションツールの変化」「アバター、オンライン化」の例
があげられました。
そして 2050 年には世界の人口が 100 憶人を超え、

日本はGDP世界 7～ 8位まで落ち込み、人口減少・少
子化、高齢化のさらなる促進等のシミュレーション等が
示されました。そして、これからの時代をVUCA≒予
測困難で不確実、複雑であいまいな時代ととらえ、今の
園児たちがこれから生きていかなければならない近未来
社会は、Society5.0 という超スマートなAI の時代とな
り、その中で「Well-being」で生きていくための乳幼児
保育は？という投げかけがなされました。このような時
代においても「依存に支えられる自立」「十分な依存に
よる愛着の形成」は大切であり、アタッチメント＝愛着
は、養育者とのやり取りを通じて形成され、博愛的な絆
を中心に育つ能力であることが説明されました。また、
あそびの大切さとして、「子どもは自主的なあそびと探
索を通して自らを教育する」というお話をいただきまし
た。幼児教育の最重要課題は、根拠のない自己有能感＝
自信をできるだけ長く保ち育てるというお話もありまし
た。また、ほとんどの犯罪は①幼児期の愛情不足②成長
期の適当な教育不足③就職できにくいことによる貧困な
どの 3つの不足から起こることや、虐待によって、前頭
前野の萎縮が起こる問題などもあげられました。そして
後半では 2020 年の学習指導要領改訂の中身や、教育は
だれもが予測できない不確実な未来にあっても、着実に
生き延びてゆける、そうした能力を身に着けるためにあ

ること、また、教育に必要なのは「集中」ではなく「分散」
なのだというお話がありました。
②パネルディスカッション
3つのパネリストからのお話がありました。テーマ「子

どもの学びをつなぐ幼少接続」においては幼児教育の理
解が大切であるということ。また保育の 5領域から幼児
期の終わりまでに育ってほしい「10の姿」、その中で⑧
数量・図形、文字等への関心・感覚への取り組みがあげ
られました。そして、まだまだ幼稚園と小学校では教育
課程の構成、指導方法、教育活動では違いはあるけれど
も、学びは連続性であるから双方の違いを理解し、お互
いに歩み寄りながら協議を進めなくてはならない、とお
話がありました。
「家庭と園」では、認定こども園における施設移行後の、
多様な家庭環境の様々な問題と、実際のご家庭の保護者
対応の取り組みが紹介されました。そして、子どもの権
利条約の大切さを改めて感じさせられました。
「一人ひとりを尊重した教育・保育」では①子どもの
興味・関心といった情緒からはじまる保育②指導計画に
沿った、形式からはじまる保育の事例報告がなされ、そ
れによって子どもたちの変化がどう生じたかが報告され
ました。この取り組みで、小学校へどうつなげるか。ス
タートカリキュラムの実行をどうするか、ということを
考えさせられました。
その後グループディスカッションが行われ、今の現場

での取り組みと課題が報告され、これからの園長・リー
ダーが知っておくべき教育的課題、良質な園として存続
するために大切な意見交換がなされました。
（全日私幼連経営研究会委員、三重県名張市・認定こど
も園つつじが丘幼稚園／藤森至）

研究講座 1・教育

「園長・リーダーが知っておくべき教育的課題～良質な園として存続するために～ｉｎ山形」
【講師】	 （一財）全日私幼研究機構理事長　　　安家　周一　氏
【パネリスト】	 （一財）全日私幼研究機構研究研修委員会委員　　　佐藤　緑郎　氏

（一財）全日私幼研究機構研究研修委員会委員　　　吉井　　健　氏
（一財）全日私幼研究機構研究研修委員会委員　　　足立　正和　氏

【コーディネーター】	 （一財）全日私幼研究機構研究研修委員会副委員長　　　川原恒太郎　氏

第 38 回�設置者・園長全国研修大会（10 月 23 日・24 日）　研究講座概要第 38 回�設置者・園長全国研修大会（10 月 23 日・24 日）　研究講座概要
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振興の分科会では、2部に分けて文部科学省高等教育局
私学部私学行政課の神山弘課長と、文部科学省初等中等教
育局幼児教育課の藤岡謙一課長よりご講演いただきました。
第 1部では、神山課長より「私立学校法の一部改正と解

説」と題し、令和 7年度より実施される私立学校法の改正
について「私立学校法の改正について」「寄付行為の作成例」
「寄付行為に必ず記載しなければならない事項」の 3つの視
点からご講演いただきました。
まず今回の私立学校法の改正は、我が国の公教育を支え

る私立学校が、社会の信頼を得て、一層発展していくため、
執行と監視と監督の役割の明確化と分離のため、理事会・
評議委員会の権限分配を整理し直して、建設的に協働した
り、必要な場合は、相互牽制できるようにしたりすること
が大きな趣旨であり、令和 7年 4月 1日から施行されるこ
とが説明されました。具体的には、今まで自由度が高かっ
た役員の選任について、法律上新たに規定がなされること
により、役員の選任等について厳しい規定が設けられると
同時に、寄付行為の改正が必要であること、ただし、大臣
所轄の学校法人とならない規模の小さな知事所轄の幼稚園
法人では、今回の改正で規定されている会計監査人の選任
や評議員会の決議は必要ないことが説明されました。しか
し、評議員の理事の兼職の禁止や監事の選任を評議委員会
が行うこと、また理事の選任のために理事選任機関を新た
に設けるなど、厳しい規定がなされたことが明らかになり
ました。今回の私立学校法の改正は、私立学校の教育研究
の質を向上させるための手段であり、理事会と評議員会と
いった基本的な枠組みは維持しつつも、評議委員会等によ
る理事会等のチェック機能を高めるためのものという基本
的な考えが詳しく示されました。今後のスケジュールとし
て寄付行為の変更については、令和 6年度中に認可を受け
る必要があるため、具体的な事項について細かい検討をす
ること、寄付行為作成例を参考に寄付行為の変更申請を行
うよう指導がありました。その際の寄付行為の作成に当たっ
ては、資料にある寄付行為に必ず記載しなければならない
事項一覧を確認して、記載漏れの無いように準備するよう
注意がありました。
第 2部では、「今、行政サイド・諸会議で議論されている

こと」と題し、全日本私立幼稚園連合会の田中雅道会長を
パネリストとして議論を進めました。まず始めに、藤岡謙
一課長より「幼保小架け橋プログラム」についてご説明が
ありました。地域における保幼小の連携が全国的に進まな

い現状の中、一部の地域での先進的な取り組み事例が報告
されました。高知県では、市町村が意思決定を明確にする
ことにより体制が整備され、それに基づいて幼保小の話し
合いがなされてカリキュラムが作り上げられているとのこ
とでした。横浜市でも、教育委員会が福祉部局と連携して
小学校に働きかけ、積極的に対象範囲を増やしているとの
ことです。このように、自治体が積極的に働き掛けないと
動かない現状が明らかになり、今後私立幼稚園としても地
域の教育委員会と連携して取り組む必要性の意義を確認し
ました。
次に「幼児教育センター」について話を進めました。全

国的に設置が進んでいない、また設置されていても期待し
た効果が表れていない現状の中、設置が進んでいる地区で
は保育所等の管轄を教育センターが一元化していることが
藤岡課長より報告されました。また、課題として、現場経
験のない幼児教育アドバイザーの存在も指摘されました。
これらの課題に対して田中会長より、私立幼稚園の関係者
がアドバイザーとして入ることが重要、との見識が示され
ました。
他には「デジタル化による幼児教育・保育の充実」「子ど

も子育て支援制度の見える化」「文部科学省と子ども家庭庁
との役割分担」について議論され、特に「文部科学省と子
ども家庭庁との役割分担について」では、文部科学省はこ
れからも省令に沿って幼児教育に責任を持って取り組んで
いくと、藤岡課長より力強いご発言を頂戴致しました。
これからも国の動向を注視しながら、幼児教育の充実発

展に努めて参りたいと思います。
（全日私幼連経営研究委員会委員、東京都北区・桜輪幼稚園
／堀江眞嗣）

研究講座 2・振興

「私学法一部改正や、国の諸会議で議論されていることを紐解く」
『第一部』「私立学校法の一部改正と解説」

【講師】	 文部科学省高等教育局私学部私学行政課	課長　　　神山　　弘　氏
【コーディネーター】	 全日本私立幼稚園連合会	政策委員長　　　水谷　豊三　氏

『第二部』「今、行政サイド・諸会議で議論されていること」
【講師】	 文部科学省初等中等教育局幼児教育課課長　　　藤岡　謙一　氏
	 全日私幼連認定こども園委員会副委員長　　　安本　照正　氏
【パネリスト】	 全日本私立幼稚園連合会会長　　　田中　雅道　氏
【コーディネーター】	 全日本私立幼稚園連合会政策委員会委員長　　　水谷　豊三　氏

第 38 回�設置者・園長全国研修大会（10 月 23 日・24 日）　研究講座概要第 38 回�設置者・園長全国研修大会（10 月 23 日・24 日）　研究講座概要
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コロナ期の影響により、令和 6年度に入園する 3歳児は
ますます減少傾向となります。コロナ期間と同様の今後 3
年間が幼稚園・認定こども園にとって、冬の時代と言って
も過言ではありません。この厳しい環境下において良質な
幼児教育を安定して継続するために、教育・保育の資質向
上はもとより、時代に即した園経営が不可欠となります。
今後の園経営に必要な基本を再確認し、デジタル化の波に
乗れるよう本研究講座を企画しました。
①インボイス制度と電子帳簿保存法について～　インボイ
ス制度とは令和 5年 10 月 1日から取り入れられた「消費
税の仕入税額控除方式」をいいます。課税売上がある場合
に必要な制度であり、課税売上のない幼稚園・認定こども
園には、ほぼ必要のない制度と言えます。電子帳簿保存法
は令和 4年度 1月の改正で変更があり、国税関係帳簿書類
を電子で保存する法律であり、電子ファイルで授受した納
税に関する情報が記載された書類を、電子データのまま保
存しなければなりません。電子取引データを電子データの
まま保存する要件など様々な取り決めがあります。税理士
などと相談し各園にあった方法を確立するようお話があり
ました。
②ネットセキュリティの基本について～　現代社会におい
てサイバー攻撃は誰にでも降りかかる大きな問題です。教
育現場においても他人ごとではなく、サイバー攻撃を実際
に受けた小中学校があり、またアカウントを見られたこと
によりデータを悪用された事例もあります。ある幼稚園で
は指導要録や子どもの写真やデータを保存していたSDカー
ドが紛失した事例などもあります。園において守らなくて
はいけない情報として、個人情報（園児・保護者・職員な
ど）、経営情報、電子帳簿、指導要録などがありますが、対
策は万全でしょうか。これからの時代はセキュリティ対策
がしっかりできていることも園児募集につながる一つの要
因となります。基本的対策として、（1）OS・ソフトウエ
アは常に最新の状態にする（2）ウィルス対策ソフトの導入
（3）パスワードの強化（4）共有設定の見直し（5）脅威や
攻撃の手口を知る、があります。これらの情報5か条を守り、
また園内でのルール作りと訓練を職員間で共有することが
必要になります。従業員の対策として、インターネットの
取り扱い（無線 LANやインターネットの利用のルールを決

める、バックアップを励行するなど）を決めることや、OA
機器自体の取り扱い（保管方法、持ち出しの有無など）も
重要です。組織としては守秘義務の周知や従業員教育、外
部サービスの利用があげられます。サイバー攻撃は人の心
にスキを突くものであり、従業員一同が共助の精神で、で
きることから取り組むことが大切であるとのお話がありま
した。
③指導要録の電子保存について～　（1）表簿・指導要録の
電子化に係る基本的な考え方について。業務の ICT 化を促
進し、保育士や保育教諭などの業務負担の軽減を図り働き
やすい環境を整えることで、校務の情報化・標準化を進め
ます。電子化により個人情報の保護、表簿の真正性・機密
性の確保、文書データの形式化があげられます。（2）表簿・
指導要録などの電子化に係る課題などについては、個人に
よっては長時間労働や非効率などが考えられます。ペーパー
レスの対応もあり、セキュリティ対策を疎かにすると情報
漏洩などの問題もあります。（3）質の高い幼児教育を実践
し続けるには、教職員の心身の健康、幼児に向き合う時間
の創出、教材研究の充実、園の内外における研修の充実、
保護者・地域との連携が園の教育力の一層の向上につなが
ります。これらを持ち、架け橋期の教育を充実させること
が重要とのお話がありました。
（全日私幼連経営研究委員会委員、埼玉県志木市・志木なか
もり幼稚園／中森茂治）

研究講座 3・経営

「未来への航海：少子化時代における幼児教育・保育施設の持続と確信」
【講師】	 ①「インボイス制度と電子帳簿保存法について」

	 公認会計士・税理士守屋俊晴事務所　所長	 守屋　俊晴　氏
②「ネットセキュリティの基本について」

	 NTT	ビジネスソリューションズ株式会社スマートビジネス営業部
スマートビジネス営業部門ソリューション推進担当	担当部長	 森本　信次　氏

③「指導要録の電子保存について」
	 文部科学省初等中等教育局幼児教育課	教科調査官	 平手　咲子　氏

【コーディネーター】	 全日本私立幼稚園連合会経営研究委員会委員長	 佐々木慈舟　氏
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『こども誰でも通園制度』のモデル事業が全国 31市町
村でスタートしました。多様化する不確実社会での受け
皿として期待のかかる反面、保育現場の負担や保育の質
の担保の問題、健全な親子育ちや愛着形成の大切さを含
め、こども誰でも通園制度のモデル事業となっている園
の事例、0歳児保育料無償化を展開している事例の報告
から、この制度の未来と課題を考えていきます。
□講師　池本美香先生　より
「こども誰でも通園制度」の概要に始まり、専業主婦
家庭の 3歳児未満の状況、児童虐待相談対応件数及び専
業主婦世帯と共働き世帯の増加、経済的困窮・家庭所得
格差拡大などから、人々の交流が減少・孤立、7割の「ア
ウェイ育児」から、子育てが難しくなっているという厳
しい状況である。また、出生数の将来設計と最近の出生
数の動向から推計（2017 年）より減少しているため、
保育施設の定員割れが生じている。
こども誰でも通園制度の課題として利用方法・実施方

法、保育者の負担、既存の保育の影響、利用する子ども
にとっての効果により、こども基本法の理念に則り整理
した「幼児期までの 5つのヴィジョン」が今後の検討事
項ではという説明がありました。
□パネリスト　木内啓嗣委員　より
徳島県における幼稚園の現況の報告、園児数減少によ

り公立の幼稚園、保育園は統合。県内では 0歳児無償化
を板野町が数年前から実施し、阿南市が 2～ 3年前から
実施。また、2025年には鳴門市が 0歳児無償化となり、
0歳児からの就園率が上昇しているが、保育士数の影響
で充足出来ない状況である。3歳未満の無償化はありが
たいことだが、在宅支援との不公平感につながるのでは
という懸念もある。これからは私立幼稚園で培った子育
て支援事業を大切に「子育て」ならぬ「子育つ」を探求
し行政に訴えていきたいとの説明がありました。
□講師　池本美香先生　より
日本の 3歳未満児の状況は海外の 3歳未満児の状況に

比べ、子どもの保育を受ける権利を保障する動きが異な
ること。障害児の受け入れ、インクルーシブ保育におけ
る国の施策により、子どもの安全保障と学びの補償はさ
れていること。親の参画を通じて「消費者」ではなく「生
産者」と位置付ける動き、柔軟な働き方をする権利を付

与する動き、子どもの権利実現を目的とした親への支援
も実施し、親の参画を通じた保育の質が向上しているこ
と。保育者の処遇改善も学校教員の給与格差が小さく、
給与以外の処遇にも配慮があり、研修時間の確保・研修
内容も充実していること。海外では、「子どもコミッショ
ナー」、「オンブズマン」は保育推進制度改革の推進力と
なっているが、日本は「子どもコミッショナー」、「オン
ブズマン」も未設置であること。日本と海外の相違の説
明から、今後認定こども園への期待として、こども誰で
も通園制度はすべての子どものウェルビーイングの為に
不可欠な制度で条約を踏まえた「子どものための保育」
に転換すべきである旨の説明がありました。
□パネリスト　岡部圭二先生　より
令和4年12月に高槻市打診。高槻市から国に要請し、

令和 5年 4月に国より高槻市にモデル事業に対する内示
があり、高槻市と委託契約を開始。2歳児週 1回で 28
名からスタート。経常収支の予算では 9カ月での収支は
プラスとなり、問題ない。ニーズのアンケート等で実施
した結果、実施前の懸念と対応等では①収支バランス・
登録者②子どもを預けること③保育の内容や見取り④保
護者面談といった支援内容 4つの項目から検証され、モ
デル事業の利用者にとっての良い効果として子ども・保
護者・運営する施設にとってメリットはありました。
気になる点は対象施設、通園形態、事務量、担当職員

の業務量、人材・財源、保育料の設定、低年齢層への対
応の注意が必要であるのが課題との説明がありました。
（全日私幼連経営研究委員会副委員長、高知県高知市・
高須幼稚園／森本　嘉一）

研究講座 4・認定こども園

「“こども誰でも通園制度”～これからの認定こども園の使命と愛着形成を考える～」
【講師】	 株式会社日本総合研究所調査部　　　池本　美香　氏
【パネリスト】	 全日私幼連認定こども園委員会委員　　　木内　啓嗣　氏

高槻双葉幼稚園園長　　　岡部　圭二　氏
【コーディネーター】	 全日私幼稚連認定こども園委員会委員長　　　濱名　　浩　氏

第 38 回�設置者・園長全国研修大会（10 月 23 日・24 日）　研究講座概要第 38 回�設置者・園長全国研修大会（10 月 23 日・24 日）　研究講座概要
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親の「お金」や「価値観」が重要なことは論を俟
ちませんが、現代の子育て世帯が悩んでいるのはこ
れにとどまりません。最近では、夫も妻も両方就業
している共働き世帯は増加の一途を辿っており、全
体の 64％に達しているということです。つまり、
子育てにかかる「時間」のやりくりに悩んでおられ
るご両親も多いはず。最近では「時間貧困」という
言葉も聞かれるようになり、子育てに十分時間が取
れないことで罪悪感を抱えている人も多いのではな
いでしょうか。子どもの教育にお金を支払うことと
同じように、子どもの教育に時間をかけることも、
親が子どもに対して行う投資です。

比較的新しい研究の特徴は、家計簿をつけるかの
ごとく、毎日の時間の使い方について記録をつけた
「生活時間調査」のデータを利用していることにあ
ります。イギリスで 2000 年に生まれた子ども対
象に行われ生活時間調査を用いた研究は、母親が子

どもの「勉強」に投資する時間（本の読み聞かせや
宿題の手伝いなど）と「体験」に投資する時間（お
絵描きや屋外での運動など）にわけて、その 3歳、
5歳、7歳時点での子どもの認知能力や非認知能力
に与える影響を明らかにしようとしました。

実は、親の時間投資に関する有名なサーベイ論文
では、16の欧米諸国の生活時間調査を用いて、国
によらず、親の時間投資にある共通のパターンがあ
ることを見出しています。それは、多くの国で学歴
の高い親の方が子供への時間投資が長くなる傾向が
あることです。その一方で、外で働いているかどう
かは、意外にも子どもへの時間投資にさほど大きな
影響を与えていません。子どもが小学校に入ってし
まうと、子どもは親が働いているときには家庭にい
ないことが多いため、外で働いている母親と専業主
婦の母親で、子どもと過ごす時間にはそれほど大き
な差は生じないようです。しかし日本のデータを見

　　〜年間連載②〜
令和 5年 12月号より、慶応義塾大学総合政策学部の中室牧子教授による年間連載を開始いたします。教育を経済学的な手法で分析す
る「教育経済学」を専門としておられ、教育にも科学的な根拠が必要であることを解いておられます。多数のメディアにも出演実績の
ある中室教授の連載から、さらに幼児教育への理解を深めていただけますと幸いです。

第 2 回　子供と過ごす「時間」への投資が大切
慶應義塾大学

総合政策学部教授　中室　牧子
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てみると、母親が専業主婦のほうが子どもの勉強時
間は多くなり、外で働く母親のほうが体験に積極的
であることがわかります。つまり、日本では学歴だ
けでなく、働き方も影響を与えていることがわかり
ます。このように、日本と外国では親の時間の使い
方には違いがあるのですが、このことを踏まえたう
えでイギリスで行われた研究がどうなったかをみて
みましょう。

まず、母親の時間投資は、勉強か体験かによらず、
子どもの認知能力（学力）を高めます	。勉強の時
間投資のほうが認知能力への効果は大きいものの、
体験の時間投資も認知能力を高める効果がありま
す。しかし、この時間投資の効果は、子どもの年齢
が小さい時のほうが高く、年齢とともに徐々に小さ
くなっていきます。例えば、子どもが 3歳時点で
は大きかった親の勉強への時間投資の効果は、7歳
の時にはほとんどゼロに等しくなっています。とこ
ろが、3歳の時の時間投資の効果は、その後も年齢
を越えて持続します。例えば、3歳時点で行われた
親の時間投資、特に勉強の時間投資は言語発達に影
響を与え、それが 5歳や 7歳の時に認知能力を更
に伸ばすことの助けになっているのです。アメリカ
の生活時間調査を用いて行われた研究においても、
やはり親の時間投資が認知能力に与える影響が大き
いこと、しかも幼少期の時間投資の効果が大きいこ
とが示されています。イギリスの研究では、主に母

親の時間投資に着目していましたが、アメリカの研
究では、父親についても検討が行われており、時間
投資には、母親であっても父親であっても同じだけ
の価値があることが示されています。

それでは、親の時間投資は子どもの非認知能力に
も影響を与えるのでしょうか。イギリスのデータを
用いた研究では、親の時間投資は非認知能力にも影
響を与えることを明らかにしています。一方、少し
異なる結果になっている研究もあります。オースト
ラリアで行われた研究によると、親の時間投資が影
響を与えるのは子どもの認知能力に対してだけで、
非認知能力については、親の時間投資はほとんど影
響を与えないという結論になっています。むしろ、
非認知能力は母親の育児スタイルの方が影響を与え
るようです。例えば、子どもに愛情を示す育児スタ
イルや、きちんとしつけをする育児スタイルなどは、
ともに非認知能力を高めることがわかっています。
時間をお金で買うことはできないのでしょうか。前
出のアメリカのデータを用いて行われた研究は、幼
少期には、お金の投資よりも、時間投資のほうが効
果が大きいことを明らかにしています。この研究で
は、幼少期の子どもを持つ子育て世帯への現金給付
は、多くが子どもとは無関係のことに消費されるた
め、子ども自身への影響が小さいということです。
つまり、子供が小さい間の親の「時間投資」は決定
的に重要だということなのです。
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石川県私立幼稚園協会では毎年夏、金沢市民
芸術村にて「幼稚園ってどんなとこ？」とい
う未就園の子育て家庭を対象に、私立幼稚園の
魅力を伝えるイベント開催しています。コロナ
で中断期間がありましたが 40年近く続いてい
るイベントです。各園からスタッフを派遣して
頂き、劇・音楽・アート・身体表現など芸術村
の各空間環境を活かした遊び場を、園の垣根を
超えて協働で設定する研修的な営みでもありま
す。
子育て相談コーナーや幼稚園紹介コーナーな
ども設け、2日間で今年は合計	500 名を超え
るご家族、お子様に来場頂きました。コロナの
第 5類引き下げを踏まえて、県内の養成校学生
ボランティアも復活し、子育て家庭と学生の双
方に幼稚園の魅力を知ってもらう、フル規格で
の再出発となりました。こども園が増える中で、
従来の幼稚園就園前の年齢層から乳児を含め、
より小さい子も楽しめる遊び場作りへと、工夫
を凝らす現場スタッフの努力が伺えます。
そしてスマホ世代の若い子育て世帯を考慮し
て、SNS での広告、壁新聞からQR コードを
利用した各園の動画紹介、あるいは学生ボラン
ティアと現場の先生との座談会を企画するな
ど、社会状況の変化も読みながら、今どきの親
に届く発信と人材確保に向けて、新次世代の若
手園長メンバーの感性と意気込みも感じられま
した。
旧世代の私たちからのバトンを受け止め、さ
らに進化させている若手の園の担い手、現場の
先生たちに期待です。
（（一社）石川県私立幼稚園協会前研修委員長、　
金沢市・木の花幼稚園／鮎川正）

石川県からのおたより

バトンを受け止め、 
進化に期待！

新しい年がスタートします。新しい年もこど
も達の健やかな成長を願いながら、一日一日の
安心安全と平穏無事を祈念するところです。新
年の恒例行事として各園ではもちつき・凧揚げ・
どんどや（どんと焼）など、日本古来の新年の
行事を楽しまれる園も多いことでしょう。
2020 年 2月に始まった新型コロナウイルス
感染症の感染拡大においては、あらゆる角度か
ら安全を担保する方策を講じながら、教育活動
の灯を絶やすことなく各現場で奮闘努力を続け
られたことと思います。日々の活動だけでなく、
行事の縮小変更、中止を余儀なくさせられたと
ころがありましたが、こども達の大切な命を守
るための判断と受け止めながらも、行事の在り
方を問い続けてきた 3年間でした。
特に各園の最大の行事である運動会において
は、保護者の観覧数を絞る、規模縮小で種目を
少なくし、午前中で終わる・・・など各園で運
動会の取り組みが様々に論議されながら実行さ
れたことでしょう。勿論、中には中止もありま
したが、「こどもは行事を通して育つ」という理
念のもと試行錯誤してこの 3年間なんらかの形
で運動会を実施された園が多かったのではない
でしょうか。幼稚園時代の思い出に運動会を上
げる子ども達が多いのも、友達と最後まであき
らめないで練習を頑張り、遂げた大きな満足感
と達成感があるからだと思います。
2023年 5月にコロナが 2類から 5類へと移
行して行動制限がなくなり、保護者の大きな声
援に送られ運動会で力走する子ども達の姿を見
ながら、「行事を通して育つ」の意味を改めて重
く受け取りました。
コロナ禍後の園行事のありかたも変わってい
くことも多いと思いますが、園児達のワクワク
ドキドキのときめきと笑顔が絶えることがない
園行事の在り方を、今一度考えてみたいもので
す。
（（一社）熊本県私立幼稚園連合会理事、熊本市・
認定こども園東海大学付属かもめ幼稚園／竹内
むつ子）

熊本県からのおたより

コロナ後の行事の在り方を問い直す
「行事を通して育つ子ども達」
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令和六年は辰年です。辰は古くから中国では権
力の象徴とされており、「正義」を表すそうです。
天高くのぼる竜に守られる辰年。「強運」や「お
金に困らない」といった言い伝えがありますが、
十二支の中で辰だけが架空の生き物であることは
少し不思議な感じがします。虎や申は動物園で見
たことがある人も多いと思いますし、卯や戌に関
しては家で飼っている！という人もいるでしょ
う。でも辰だけは誰も見たことがないはずです。

なぜ、架空の生き物である辰が十二支の中に
入っているのかを調べてみると、辰は古代中国
では身近な生き物で、実在すると考えられてい
て、中国でも縁起のよい動物とされています。そ
のため架空の生き物ではありますが、十二支の中
に含まれているようです。新年が小さな子ども達
にとっても、辰の如く力強さやしなやかさをもっ
た幸運な一年になりますように！と心から祈りま
す。� （広報委員・塚本真紀）

編集後記編集後記
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